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ワークマン

野口・天野・林・佐々木
伊藤・若山・後藤



久慈保健所

久慈医療圏域の保健医療を管轄

久慈市、普代村、野田村、洋野町

＜保健所のミッション＞

圏域下の保健医療対応を管轄する

145km・2時間半

H・Iの２チーム編成で

久慈保健所を目指した



保健所からの依頼

1. 県立久慈病院の状況確認

2. 圏域下の病院・診療所の状況確認

3. 避難所の状況確認

• 同行したIチーム（チーム切り
替え）を派遣

• 久慈保健所内に久慈医療圏保健医
療調整本部の立ち上げを支援した

• 久慈郡市医師会に自チームから２
名が調査に行った

• 避難所を４ヶ所調査した

その対応



久慈医療圏保険医療調整本部組織図

（久慈保健所）

久慈医療圏保険医療調整本部

H班（ワークマン）
リーダー：野口

県立久慈病院

（病院支援）

I班（切り替え）
リーダー：佐竹

宮古保健所 釜石保健所 大船渡保健所

岩手県災害対策本部支援医療班



久慈医療圏保健医療調整本部
関係者会議

出席者

• 久慈郡市医師会 副会長（災害医療コーディネーター）

• 久慈郡市医師会 理事

• 保健所長

• 保健所課長

• 保健所職員２名、保健師

（薬剤師会・看護協会・警察は来れず）

（歯科医師会は欠席）

• 消防

• 日赤青森県支部

• JRAT
• 自衛隊北部方面隊

会議の内容

方針決定
• 救護所を作る
• 避難所の状況把握

それに対する問題点
• 人手が足りない
• 移動手段がない

その解決策
• 医療救護班の要請
• 医師会・薬剤師会・行政・消防で
避難所のラピッドアセスメント

• 毎日同時刻にミーティング



総括

できたこと

• 情報収集により追加支援班については数の根拠ある提案ができた

• 関係者会議により関係協力機関の確認ができ、明日からの本部の
方針を決めることができた

課題

• 入ってきた情報に対して受け身になり、全体像の把握をすること
ができなかった

• チーム内の情報共有がうまく図れなかった

• PDCAサイクルを回せなかった

改善策

• 活動方針の共有

• 個人とチームの立ち位置を意識した活動に

→ワークマンになれなかった！

→真のワークマンに！


